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16 Intra-sylvian cavernous angiomaを合併

し た v o n  R e c k l i n g h a u s e n 病 の 1 成 人 例
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I n t r a - s yl vi a n c a v e rr) o u s a n gi o m a (C A) を合併

し た v o n R e c kli n g h a u s e n 病 ( R H ) の極 め て稀 な

成 人例を経験 し た の で 報告する . 症 例は 60 才男

悼 . 10 年前に胆嚢炎で加療.
こ の 際に R H と診断

された . 父親と 5 人兄弟中3 人 が R H であ る . 辛

成 15 年 1 月 15 日朝, 歩行中に滑 っ て転倒し
, 搬

送 された
. 来院時, 神経学的に は右片麻療, 失語

症を認 め た . 外表所見で全身に 多数 の 小指頭大 の

皮膚腫癌 と カ フ ェ
･ オ ･ レ 斑を認 め た . C T 上左

s yl vi u s 裂内に 直径 3 .5 c m の 境界 明瞭な高吸収域

で 円形 の 腫痛が 見られ
, p e rif o c al e d e m a を伴 っ て

い た . 左頭頂 部に は急性硬膜 外血腫 がみ ら れた .

造影 C T で腫癌 は リ ン グ状 に増強 された . 血管造

影上 t u m o r st ai n はみ られな か っ た . そ の 後, 急性

硬膜外血 腫 の 増大 と 外傷性脳 内血腫 も出現 し た

ため
,

同日緊急 で血腫 除去 と腰 痛全摘出を行 っ

た . 手術所見で, 腫癌 は s ylvi u s 裂内に限局 した弾

性 硬の e x t r a - a xi al m a s s で
,

M C A i n s tll a r s e g -

m e n t か ら の 細 い f e e d e r が あり,
fr o n t al o p e r c u -

1 u m に癒着して い た . 腫癌中心は器貿化 した陳旧

性 の
,

周辺 は比較的新 し い 血腫 がみ られ た
. 病理

組織学 的に C A で あ っ た . 文献 上渉孝鵜し得た限り

で は i n t r a - s yl vi a n C A の 報告は 1 例 の み で
, また

C A を合併した R H も 1 例 だけで
, 何れ も小兜で

あ っ た . I nt r a - s yl vi a n C A を合併 した成 人 R Ⅲ は

初め て の 報告と思われた
.
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【は じ め に】 海綿静脈洞 部 の 海綿状血管腫 は海

綿静 脈洞部腫癌 の 2 % 程 度 の 稀 な 血管性腫 填で

あり
,

手術は大量出血や 脳神経障害 の 危険性を伴

い
,

全摘出は極 めて困難で ある ∴
一

方で
, 放射線

治療が有効と の 報告 もあり
, 近年は r a di o s u r g ry

による治療例 も散見される . 今回我 々は
, 術後に

再増 大 し た海綿静脈洞 部海 綿状 血管腫 に 対 し て

Li n a c によ る st e r e o t a cti c r a di o th e r a p y (S R T) で

治療した 1 例 を経験 した の で報告する .

症例は 5 0 歳 , 女性 . 平成 8 年 8 月 か ら左顔面

の 知覚錐麻を自覚 し, 近 医を受診 した . M RI で鞍

内か ら鞍上部
,
左傍鞍部 に進展し

,
T l 強調像で脳

実質と等信号
,

T 2 強調像に て髄液と 同等 の 高信

号を呈 し, G d - D T P A に て強く均一
一

に増強 される

腫癌を認 め た . 手術は術中 の 大量出血 の た め部分

摘出で終 了し
, 病理組織は海綿状血管腫 と診断さ

れた . 術後
,

左動眼お よび外転神経麻捧と左耳側

半旨 が後遺し た . 平成 13 年 2 月 M RI で腫癌 の増

大を指摘 され, 当科 に紹介 された . 5 月 8 日か ら

体積 1 4 .7 5 c 皿3 の 腫癌に対 して 5 分割 の S R T ( 中

心線量 25 .5 G y , 辺縁線量 16 .8 G y) を行 っ た
. S R T

後3 ケ 月 日か ら腫癌は 縮小 し, そ れに 伴い 視力,

限球運動障害 が軽度改善 した . 現 在, S R T 後 2 2

ヶ 月 が経過するが腫癌 は著明に縮小 し
, 放射線障

害 は み られて い な い .

【結語】 Li n a c に よ る S R T
､

は視神経 に接するよ

う な比較的大 き な海綿静脈洞 部海 綿状血 管腫 に

対 して も
,

安全 か つ 効 果的 な治療 法 と考 え ら れ

た .




